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度
學
佛
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研
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平
成
七
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十
二
月

中
国
鏡
に
み
ら
れ
る
准
堤
信
仰

服

部

法

照

一

は
じ

め
に

中
国

に
お
け
る
銅
鏡
の
歴
史
は
非
常
に
長
く
、
漢

・
唐
時
代
を
最
盛

期
と
し
て
、
多
く
の
遺
品
が
残
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
鏡
の
研
究
は
主

に
考
古
学
や
美
術
史
の
方
面
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
製

作
時
期

の
古
い
、
ま
た
は
美
術
的
な
価
値
の
高
い
鏡
、

つ
ま
り
唐
時
代

以
前
の
作
例
が
主
な
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
宋
時
代
以
後
の
鏡

は
美
的
な
魅
力
の
乏
し
い
も

の
が
多

い
た
め
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
少

な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
編
年
も
完
全
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

さ
て
、
鏡
は
顔
や
物
を
写
す
鏡
面
に
対
し
て
、
背
面
に
は
様

々
な
文

様
が
時
代
の
流
行
と
共
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
装
飾
と
し
て
の
意
味
も

大
き
い
が
、
そ
の
当
時
の
人
々
の
思
想
や
信
仰
が
う
が
わ
れ
る
も
の
も

多
い
。
題
材
の
主
流
と
な
る
の
は
、
や
は
り
中
国
の
土
着
信
仰
で
あ
る

神
仙
思

想
や
、
道
教
的
な
内
容
を
持

っ
た
文
様
で
あ
る
。

こ
れ

ら
の
鏡
背
文
様
の
う
ち
、
仏
教
に
関
係
し
た
も
の
も
い
く

つ
か

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
全
体
か
ら
す
る
と
本
格
的
な
仏
教
文

様
は
数
が
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
准
堤
信
仰
に
関
係
し

た
鏡
は
、
ま
さ
に
仏
教
文
様
の
代
表
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
准

堤
関
係

の
鏡
に
は
、
ラ
ン
ツ
ァ
体
の
梵
字
が
表
現
さ
れ
て
お
り
非
常
に

興
味
深
い
。
と
こ
ろ
が
従
来
、
検
討
の
機
会
が
少
な
く
、
梵
字
の
内
容

も
不
明
と
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
製
作
時
期
も
漠
然
と
元
時
代
頃

と
み
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
梵
字
の
内

容
を
確
認
し
、
ま
た
、
や
や
時
代
が
下
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。

「

准

堤

に
関
係

し
た
鏡

の
分
類

准
堤
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
鏡
を
、

大
き
く
三
種
に
、
さ
ら
に

八
種
に
細
分
し
た
。
な
お
、
す
べ
て
鏡
面
は
円
形
で
あ
る
。
字
は
ほ
と

ん
ど
が
内
向
き

(字
下
部
が
中
心
側
)
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
(馮
晏
海
他

『金
策
』
・
川
村
宗
嗣

『中
国
古
鏡
図
説
』
・
孔
祥
星

『中
国
鋸
鏡
図
典
』
等
参
照
)

A
梵
字

(漢
字
音
写
も
含
む
)
の
み
。

鈕

(
つ
ま
み
の
紐
を
取
り
付
け
る
部

分
)
あ
り
。

①
准
堤
真
言
等
‥
鈕
に
は
梵
字

(0
3
9乙
)
が

あ
る
。
円
形
の
界
線
を
挟
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み
二
重

に
梵
字
が
並
ぶ
。
外
側
上
部
か
ら
左
回
り
、

一
巡
し
て
内
側
に

続
く
。
准
堤
真
言

・
仏
頂
大
輪

一
字
明
王
真
言

.
浄
法
界
真
言

.
護
身

真
言

・
六
字
大
明
真
言
。

②
六
字
大
明
真
言
・・
鈕
に
は
文
字
無
し
。
梵
字
す
べ
て
に
空
点
。
梵
字

の
下
に
蓮
華
。
字
は
外
向
き
右
回
り
。

③
漢
字

六
字
大
明
真
言
:
鈕
に
工
房
銘
。

明
代

の
形
式
。
字
は
左
回

り
。
「
奄
嘛
弥
叺
尼
吽
」
。
字
の
配
置
は
変
形
か
。
鋳
造
後
に
線
刻
。

B

「佛
」
字
と
梵
字
、
鈕
な
し
。

④
准
堤
真
言

‥
中
心
に

「佛
」
字
。
そ
の
周
り
に
右
回
り
で
漢
字
音
写

准
堤
真
言

・
仏
頂
大
輪

一
字
明
王
真
言
。
外
周
を
線
で
四
角
に
囲
む
。

そ
の
周
辺
に
梵
字
で
同
両
真
言
。
梵
字

の
右
回
り
と
左
回
り

・
短
い
柄

の
有
無

・
柄
に
工
房
銘

の
有
無
に
よ
り
、
細
分
類
可
能
。

-
⑤
不
明
十
梵
字
‥
中
心
に
佛
字
。
四
角
で
囲
む
。
そ
の
周
り
を
十
字
の

梵
字
。
崩
れ
た
梵
字
の
た
め
か
内
容
不
明
。

C
准
堤
像
と
梵
字
、
鈕
な
し
。

⑥
准
堤
像
と
八
梵
字
‥
十
八
臂
准
堤
坐
像
。
周
り
に
八
字
の
梵
字
。
文

字
不
明
瞭
。
柄
付
き
。

⑦
准
堤
像
と
九
梵
字

‥
十
八
臂
准
堤
坐
像
。
周
り
に
上
部
か
ら
、
左
回

り
に
九
聖
梵
字
。
短
い
柄
付
き
。

⑧
背
面
准
堤
像
と
真
言
‥
背
面
を
向
け
た
准
堤
坐
像
。
伸
ば
し
た
十
四

壁
と
曲
げ
た
二
臂
が
見
え
、
隠
れ
た
二
臂
と
合
わ
せ
実
際
は
十
八
臂
像

を
想
定
。
像
の
周
辺
に
、
上
部
か
ら
左
回
り
に
、
漢
字
音
写
真
言
で
浄

中
国
鏡
に
み
ら
れ
る
准
堤
信
仰

(服

部
)

法
界
真
言

・
護
身
真
言

・
六
字
大
明
真
言

・
准
堤
真
言

・
仏
頂
大
輪

一

字
明
王
真
言
。
鏡
面
の
周
辺
に
同
内
容
の
梵
字
真
言
、
上
部
か
ら
右
回

り
。
ち
ょ
う
ど
梵
字
と
漢
字
を
背
中
合
わ
せ
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。

三

准
堤

関
係

の
経

典
等

鏡
と
准
堤
が
関
係
す
る
の
は
、
経
典
に
ま
ず
根
拠
が
み
ら
れ
る
。
准

堤
に
関
す
る
経
典

に
は
、

『仏
説
七
倶
砥
仏

母
准
堤
大
明
陀
羅
尼
経
』

(金
剛
智
訳
)
・
『
七
倶
胝
仏
母
所
説
准
堤
陀
羅
尼
経
』
(不
空
訳
)
・
『
仏
説

七
倶
砥
仏
母
心
大
准
堤
陀
羅
尼
経
』
(地
婆
訶
羅
訳
)
が
あ

る
。
こ
の
三

経
に
説
か
れ
る
准
堤
真
言
は
、
鏡
に
見
ら
れ

る
漢
字
音
写
真
言
と
は
、

う
ま
く
合
致
し
な
い
の
で
、
直
接
こ
れ
ら
を
も
と
に
し
て
鏡
を
製
作
し

た
と
は
考
え
に
く
い
。
鏡
と
の
関
係
を
み
る

と
、
鏡
を
用
い
た
修
法
に

よ
り
善
悪
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
仏
菩
薩
像
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
詳
し
い
も
の
で
は
な
い
。

後
世
の
准
堤
信
仰
に
、
強

い
影
響
を
与
え
た
の
が
遼
の
道
殿
集

『
顕

密
円
通
成
仏
心
要
集
』
(以
下

『顕
密
心
要
』)
で
あ
る
。
こ
の
書
は
准
堤

信
仰
に
と

っ
て
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
。
鏡
に
み
ら
れ
る
漢
字
音

写
真
言
は
こ
こ
か
ら
取
ら
れ
て
い
る

こ
と
が

わ

か
る
。
浄
法
界
真
言

(庵
藍

)
・護
身
真
言

(庵
齒
臨

)
・
六
字
大
明
真
言

(庵
歴
泥
鉢
訥
銘
件

)
・
七
倶
胝
仏
母
心
大
准

堤
陀
羅
尼
真
言

(准
堤
呪
・
准
堤
真
言
)
(南
無
颯
多
哺
三
貌
三
菩
駄
倶
胝
喃

怛
禰
也
他
庵
折
隸
主
隸
准
堤
娑
婆
訶
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中
国
鏡
に
み
ら
れ
る
准
堤
信
仰

(服

部
)

・
仏
頂
大
輪

一
字
明
王
真
言

(
一
字
大
輪
呪
・
大
輪

一
字
呪
)
(部
林

)
の
順
に

真
言
が
説
か
れ
る
。
音
写
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
字
は
、
鏡
に
見
ら
れ

る
も
の
と
ほ
ぼ
同

一
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
五
種
の
真
言
を
唱
え
ら

れ
な
け
れ
ば
准
堤
神
呪
だ
け
、
そ
れ
も
無
理
な
ら
掩
字
以
下
だ
け
で
も

よ
い
と
す
る
。
准
堤
真
言
の
前
半
部
は
帰
敬
詞
で
あ
り
、
?
字
か
ら
が

正
呪
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
を

「九
聖
梵
字
」
と
も
記
し
て
い
る
。
鏡

に
表
現
さ
れ
た
真
言
に
は
、
奄
字
以
下
の
九
字
が
存
在
す
る
の
は
こ
の

た
め
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
も
う

一
つ
注
目
す
べ
き
な
の
は
六
字
大
明
真
言
が
説
か
れ

る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
真
言
は
す
で
に

『大
乗
荘
厳
宝
王
経
』
に
見
ら

れ
、
ま
た
、
経
中
に
は
准
堤
呪
に
近
似
し
た
真
言
も
説
か
れ
る
。
そ
の

た
め
、
道
殿
は

「即
ち
此
の
六
字
大
明
と
准
堤
真
言
の
次
第
、
相
須
と

知
る
な
り
」
と
す
る
。
こ
れ
が
、
先
の
鏡
に
六
字
大
明
真
言
を
含
む
も

の
が
存

在
す
る
理
由
で
あ
る
。

さ
て
、
『顕
密
心
要
』
に
も
、
鏡
を
用
い
た
修
法
が
述
べ
ら
れ

て
い

る
。
成

就
壇
法
と
し
て
、
未
使
用
の
新
鏡
を
仏
像
の
前
で
、
十
五
日
の

夜
に
東

に
向
か
い
鏡
を
置

い
て
座
る
。
そ
し
て
鏡
を

二
百

八
遍

呪

し

て
、
袋

に
入
れ
て
身
に
付
け
る
と

す

る
。
「密
蔵
之
中
、
今
此
の
鏡
壇

を
最
も
要
妙
と
為
す
、

一
切
諸
壇
を
総
摂
す
」
と
重

視
す

る
。

さ
ら

に
、
息
災
法

・
増
益
法

・
敬
愛
法

・
降
伏
法

・
出
世
間
法
と
い
う
五
種

壇
法
も

の
べ
る
が
、
す
べ
て
に
准
堤
像

の
前
に
鏡
壇
を
安
置
す
る
と
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
鏡
の
重
視
が
、
後
世

に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

四

明
末
清

初

の
准
堤

信

仰

さ
て
、
こ
れ
ら
の
経
典
等
に
よ
り
、
准
堤

に
対
す
る
信
仰
が
浸
透
し

て
い
っ
た
が
、
と
く
に
明
代
の
終
わ
り
か
ら
清
代
の
初

め

に
か
け

て

は
、
そ
の
信
仰
は
盛
ん
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
著
作
が
続
蔵
経
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。

①

『準
堤
浄
業
』
(明
、
謝
干
教
著
)
②

『大
准
堤
菩
薩
焚
修
悉
地
懺
悔

玄
文
』
(清
、
夏
道
人
集
)
③

『准
堤
三
昧
行
法
』
(明
、
受
登
集
)
④

『
准

堤
心
要
』
(明
、
堯
挺
撰
)
⑤

『
持
誦
準
堤
真
言
法
要
』

(清
、
弘
賛
輯
)

⑥

『
七
倶
胝
仏
母
所
説
準
堤
陀
羅
尼
経
会
釈

(準
堤
経
会
釈
)
』
(清
、
弘

賛
会
釈
)

以
上
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
田
孝
正
氏

の
諸
論
考
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
著
作
に
お
け
る
鏡
に
関
係
し
た
記
述
に
注
目
し
て
み
た
い
。

①
に
は
、

一
円
相
が
あ
り
、
陀
羅
尼
布
字
法
と
し
て
円
相
図
が
示
さ

れ
る
。
「
心
月
梵
字
観
門
」
は
奄
字
を
中
心
に

し
て
九
聖
梵
字
を
周
辺

に
配
し
た
円
相
で
、
鏡
の
造
形
に
影
響
を
与
え

た
と
思

わ

れ
る
。
ま

た
、
「
准
堤
真
言
持
誦
便
覧
」
に
は
、
『顕
密

心
要
』
か
ら
引
用
し
た
と

思
わ
れ
る
浄
法
界
真
言
か
ら

二
字
大
輪
真
言

ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
鏡
壇
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。

②
に
は
、
項
謙

・
掃
道
人

・
道
盛
に
よ
る
三
種
の
序
が
あ
る
。
掃
道

人
は
、
『顕
密
心
要
』
が
、
世
に
広
ま

っ
た
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。
特
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に
注
目
し
た
い
の
は
、
項
謙
の
父
、
蘭
斎
公
項
俊

が
、
「准
堤
宝
鏡
を

鋳
造
し
施
し
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
先
の
鏡
の
う
ち
、

ど
れ
か
が
こ
れ
に
当
た
る
の
で
あ
ろ
う
。

③
に
は
、
鏡
を
用
い
る
修
法
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
真
言
も
准
堤
真

言
の
み
み
ら
れ
、
梵
字
は
九
聖
梵
字
の
み
を
記
す
。
④
は
、
浄
法
界
真

言
以
下

の
真
言

・
梵
字
が
み
ら
れ
、
鏡
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
⑤

は
、
鏡
壇
に
つ
い
て
触
れ
、
梵
書
准
堤
真
言
を

記
す
。
⑥
に
は
、
「
円

明
布
列
梵
書
図
」
が
載
せ
ら
れ
る
が
、
先
の

「
心
月
梵
字
観
門
」
と
同

図
で
あ

る
。
ま
た

「持
誦
法
要
」
と
し
て
浄
法
界
真
言
以
下
を
説
き
、

鏡
壇
も

述
べ
る
。

五

お

わ
り

に

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
鏡
の
文
様
と
し
て
、
准
堤
に
関
係
す
る
真

言
や
准
堤
像
が
表
現
さ
れ
る
の
に
も
充
分
な
理
由
が
あ

っ
た
。

お
そ
ら
く
、
は
じ
め
は

一
般
的
な
鏡
を
修
法
に
使
用
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
。
と
こ
ろ
が
准
堤
信
仰
が
広
ま
る
に
つ
れ
、
た
だ

の
鏡

で

は
な

く
、
准
堤
に
関
係
し
た
仏
像
や
梵
字

・
真
言
が
文
様
と
し
て
相
応
し
い

と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
鏡
が
製
作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
鏡

壇
に
用

い
る
た
め
、
柄
を
備
え
台
に
固
定
す
る
よ
う
に
し
た
も
の
も
で

き
た
。
ま
た
、
鈕
が
あ
る
鏡
に
は
梵
字
を
そ
の
周
り
に
配
し
た
も
の
も

考
え
だ
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
布
字
法
が
関
係
し
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た

さ
ら
に
准
堤
と
深
く
関
わ
る
、
六
字
真
言
が
単
独
で
も
用
い
ら
れ
た
。

中
国
鏡
に
み
ら
れ
る
准
堤
信
仰

(服

部
)

そ
し
て
、
仏
像
を
表
現
し
た
鏡
の
場
合
、
修
法

を
行
う
際
に
、
鏡
面
と

行
者
が
向
か
い
合
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
准
堤
像

の
背
面
を
文
様
と
し

た
鏡
を
考
案
し
製
作
し
た
。
こ
れ
な
ら
ば
、

鏡
に
向
か
う
と
同
時
に
、

准
堤
像
に
向
か
い
合
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

こ
れ
ら
製
作
の
背
景
に

は
、
円
相
を
尊
ぶ
中
国
的
発
想
や
、
鏡
を
重
視
す
る
道
教
の
影
響
も
当

然
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
の
性
格

を
考
え
る
と
、
准
堤
信
仰

に
関
わ
る
鏡
は
、
単
な
る
化
粧
道
具
で
は
な
く
、
修
法
道
具
や
、
お
守

り
と
し
て
の
宗
教
的
意
味
合
い
が
非
常
に
強

い
と
い
え
る
。

以
上
の
八
種
類
の
鏡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
形
式
が
異
な
り
、

一
時
期
に
同

じ
場
所
で
作
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
明
代
の
形
式
を
備

え
た
作
例
も
存
在
し
、
さ
ら
に
明
清
時
代
の
准
堤
信
仰
の
流
行
を
考
え

る
と
、
従
来
元
時
代
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
た

こ
れ
ら
の
鏡
も
、
や
や
下

っ
た
時
代
に
製
作
さ
れ
た
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
推
測

さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
の
鏡
は
、
中
国
に
お
け
る
准
堤
信
仰

の

一
面
を
、
非
常
に
良
く
表
現
し
た
遺
品
で
あ
る
と
い
え
る
。

今
回
は
、
資
料
の
紹
介
に
止
ま

っ
た
。
ま
た
、
鏡
背
文
様
の
み
に
限

定
し
、
鏡
像
に
つ
い
て
は
複
雑
に
な
る
た
め
触
れ
な
か

っ
た
。
こ
れ
ら

の
鏡
に
つ
い
て
は
な
お
問
題
点
も
多
く
、
准
堤

信
仰
に
関
し
て
も
ま
だ

解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
大
き
い
。
こ
れ
か
ら
も
資
料
の
収
集
と
共

に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

中
国
鏡
、
准
堤
信
仰(大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
)
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